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  ウィズコロナ社会での文化財をめぐ
る国際交流

新型コロナウイルス感染症が世に知られてから１
年余り、この間、私たちが本務とする文化財の調査
や保護のための国際交流のあり方には、大きな変化
がありました。従来おこなってきた海外の様々な調
査・修復現場での活動や、国際会議での各国の専門
家との意見交換が、一切できなくなってしまったの
です。

当初は渡航の再開を期待しつつ、現地での作業を
遅らせて対処をしましたが、初夏には「海外に渡航
しない国際交流」へと舵を切らざるを得なくなりま
した。様々な事業をすべてオンラインでおこなう、
という方針です。例えば、文化庁の委託による「カ
ザフスタンにおける考古遺物の調査・記録・保存に
関する技術移転を目的とした拠点交流事業」につい
ては、事前に教科書をデータで配信した上でのオン
ラインセミナーを２度、開催しました。

もちろん、オンラインでの交流は、対面でおこな
うものと同等ではありません。しかし、限界にばか
り目を向けているよりは、むしろオンラインならで
はの利点を考えるほうが生産的です。例えば、上記
のセミナーには、広大な面積をもつカザフスタンの
各地から、多くの研究者が参加してくれました。移
動距離やコストを考えると、対面でのセミナーでは
これは難しかったでしょう。カザフスタン国内の研
究者間での情報交換が進んだ、という嬉しい感想も
聞かれました。

私たちは今後も、今できることを最大限におこな
い、日本の技術の海外移転や、学術交流を通じた国
際親善の促進に努めていきます。

� （企画調整部　庄田 慎矢）

  被災装飾古墳の保全に関する取り
組み

熊本、大分両県に甚大な被害を引き起こした2016
年の熊本地震によって、熊本県下の装飾古墳もまた
大きな被害を受けました。石室を構成する石材がず
れ動いたものや、石室を覆う盛土に亀裂が入り、雨
水が浸透するようになったものも見られました。こ
のような盛土の被害に対して、雨水の浸透を抑える
ために、防水シートを用いて墳丘を覆う応急処置が
とられた古墳も少なくありません。

一般に古墳の盛土は、その荷重によって石室の石
材が横へずれないように構造的な安定性をもたらす
だけでなく、石室内部の温熱環境を安定させる重要
な役割を担っています。例えば、真夏の厳しい日射
が墳丘に照りつけたとき、盛土の中に含まれる水分
が蒸発することで、日射による熱の一部が蒸発潜熱
として放出され、石室内部への熱の供給量を低減す
る働きがあります。ところが、墳丘を防水シートで
長期間覆い続けてしまうと、この潜熱による熱の放
出ができず、やがては石室内部の平均温度の上昇を
引き起こす可能性もあります。こうなってしまうと、
石室内部では例えば過剰な結露が生じたり、あるい
はカビのリスクが増大したりと、保存環境の悪化を
引き起こしかねません。そこで、現在、熊本県内の
自治体と協働して、被災装飾古墳を対象とした石室
内部の温湿度測定をおこない、それらの保存環境を
モニタリングしています。さらに、熊本市、京都大
学と合同で、熊本市内に位置する装飾古墳を対象と
して、盛土を覆うシートに透水性のあるものを用い
た場合、雨水の浸透抑制と石室内部の環境安定にど
れほど効果があるか調査を実施しています。

� （埋蔵文化財センター　脇谷 草一郎）

透水性シートで保護された墳丘
オンライン会議システムを利用したカザフスタン国立
博物館との技術移転セミナー


